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目的　本研究は，成人の典型的なかかわり場面における行動観察評価と臨床評定の関連から，行動
観察による社会能力評価「かかわり指標（成人用）IRSA：Interaction Rating Scale Advanced
実践版」 の臨床的妥当性を検討することを目的とする。

方法　18歳以上の男女43名を対象に，日常的なかかわり場面を再現した 2名 1組の課題を実施した。
研究者によるIRSA実践版を用いた行動観察評価と，臨床専門職による臨床評定を得点化し，
関連を検討した。行動観察評価および臨床評定による「協調」「自己制御」「自己表現」の各領
域得点と総合得点について，Spearmanの相関係数を算出した。

結果　行動観察評価と臨床評定の間には「協調」（ｒ＝0.62）「自己制御」（ｒ＝0.61）「自己表現」
（ｒ＝0.59）「総合」（ｒ＝0.72）すべての項目に有意（ｐ＜0.001）な正の関連がみられた。

考察　行動観察評価得点と臨床評定得点に相関がみられ，IRSA実践版の臨床的妥当性が示された。
社会能力の特徴を簡便に測定できる「IRSA実践版」を実践の場で活用することにより，社会
能力の向上，発揮に困難のある成人に対する支援への一助につながる可能性がある。

キーワード　社会能力，かかわり，評価，指標

Ⅰ　緒　　　言

　少子高齢化，核家族化の進行にともない，世
代間における関係性の欠如，地縁関係の希薄化
など社会における対人関係を築くことの難しさ
や，地域におけるかかわりの減少が指摘されて
いる。内閣府が実施したアンケート調査では，
人間関係が難しくなったと感じる者が 6割を超
え，その要因として「地域のつながりの希薄
化」「人間関係を作る力の低下」を挙げる割合
が高いとする結果が報告されている1）。このこ
とから人間関係を築く能力，すなわち社会能力

の向上や発揮への支援が求められているといえ
る。
　社会能力とは，社会性や社会的適応性をとら
える概念である。社会性を広義にとらえると，
その社会が支持する生活習慣，価値規範，行動
基準に沿った行動がとれるという全体的な社会
適応性を指すとされている2）。社会能力の類義
語に社会的スキルがあり，対人関係を円滑に進
める具体的な行動3），他者との関係や相互作用
のために使われる技能4）と定義されている。そ
こで本研究では社会能力を，社会的スキルを包
括し，一定の価値観に基づいて総合的に評価さ
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れる能力と定義する。
　社会能力の概念は研究者により表現が異なる
が，いくつかの要素で構成されている。社会能
力に関する研究はライフステージを通して概観
した場合，乳幼児期を対象にしたものが多く，
乳幼児期の社会能力を構成する概念として
Greshamら5）はcooperation，self-control，asser-
tionの 3 次元を，Caldarellaら6）はpeer relations，
compliance，self-management，assertion，
academicの 5 次 元 を，Elkskinら7）はinterper-
sonal，peer-pleasing，teacher-pleasing，self 
related，assertiveness，communicationの 6 次元
を，Kolbら8）はpeer & group interaction，prob-
lem solving/decision making，self manage-
ment，communication，assertionの 5 次 元 を
あげており，「協調（cooperation）」「自己抑制
（self-control）」「自己表現（assertion）」が共
通して記述されていることから社会性を構成す
る要素をこの 3次元に集約できると考えられる。
この 3次元構造は，日本における乳幼児の大規
模コホート研究においても再現性が確認されて
いる9）。
　一方，成人の社会能力を構成する概念として
相川4）は「記号化（相手に自らの意思を伝え
る）」「解読（相手の意思を理解する）」「感情統
制（自ら生じる感情に対処する）」の 3次元を，
Riggio10）はExpressivity, Sensitivity, Controlの
3 次元をあげており，乳幼児期と同様に「協調
（cooperation）」「自己抑制（self-control）」「自
己表現（assertion）」の共通した 3次元で構成
されていると考えられることから，乳幼児期か
ら成人まで一貫して構成される 3次元の枠組み
が存在することが予測される。
　生涯におよぶ発達において，乳幼児期の養育
環境が子どもの発達に重要であるという観点か
ら，養育者とのかかわりなど社会環境の質を測
定する指標が数多く開発され，HOME（Home 
Observation for Measurement of the Environ-
ment）11）や育児環境評価指標ICCE（Index of 
Child Care Environment）12）が代表的なもので
ある。さらに子どもと養育者の社会能力のさま
ざまな側面を測定する「かかわり指標IRS（In-

teraction Rating Scale）」13）は，子どもと養育者
の相互作用を日常的なかかわり場面の設定で簡
単に評価でき，専門職が気になる子どもと養育
者の早期発見，早期支援に活用できるよう作成
されている。
　成人の社会能力を評価する指標にはSSI（Social 
Skills Inventory）10），日本語版SSI14），ENDCOREs15），
ABCL（Adult Behavior Checklist for Ages 
18-59）16），Kiss-183）などがある。またコミュニ
ケーション能力を測定する尺度としてAQ
（Autism‒Spectrum Quotient）17）， 日 本 語 版
AQ18）などがあるが，これらの指標は自己評価
を行うものであり，実践場面で社会能力を行動
観察評価によって総合的，客観的に評価できる
指標はほとんど見当たらない。
　そこで筆者らの研究チームは成人用の社会能
力を測定する指標として「かかわり指標（成人
用）IRSA（Interaction Rating Scale Advanced）
研究版」19）を開発した。これは対人場面におい
て発揮される成人の社会能力を多面的にとらえ，
構成要素とした行動観察指標である。この指標
は表現力，自己主張，解読力，他者受容，関係
調整，自己統制の 6領域の印象評定と，92項目
の行動生起について行動評価を行うものである。
指標の開発には既存のさまざまな成人用社会性
測定尺度を参考に，複数の専門職および研究者
との議論を行い，予備調査において専門職が評
価しやすい項目となるよう改訂を加え作成した。
この「IRSA研究版」を用いた高校生17例に対
する行動観察評価と教員が実施した臨床評定と
の妥当性の検証では正の相関（ｒ＝0.65）がみ
られ20），内的整合性を示す各領域のクロンバッ
クのα係数は0.8～0.9であった。
　本研究ではこの「IRSA研究版」を基に作成
した，成人の社会能力をより簡便に測定できる
「IRSA実践版」の臨床的妥当性を，行動観察
評価と臨床評定との関連から検討することを目
的とする。
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Ⅱ　方　　　法

（ 1）　研究対象と方法
　18歳以上を条件として参加者の募集を行い，
希望者を対象に実験課題を実施した。場所は
（独）自然科学機構生理学研究所内の実験室を
使用した。
　実験課題は，日常的なかかわり場面において
発揮される成人の社会能力の特徴を把握するた
め，対戦型ゲームのステッィキーを用いて設定
した。スティッキーゲームは，各色 9本ずつあ
る 3色のスティック計27本をリングに通して立
て，それらが倒れるまで交互にスティックを抜
き勝敗を競うゲームである。 2名 1組で課題を
行い，組となる 2名は実験室入室時に初対面と
なるよう設定した。実験室入室後に課題の説明
と倫理的配慮の手続きを行い，課題と計測を実
施した。約 5分間の課題実施中ビデオカメラを
用いて映像データの記録を行った。入室から退
室までの所要時間は10～20分である。

（ 2）　調査内容
　実験課題実施中に記録した映像データを用い，
研究者 2名による客観的な行動解析と専門職 1
名による臨床評定を行った。
　行動観察評価には「IRSA実践版」を用いた。
「IRSA実践版」は「IRSA研究版」を基に，複
数の専門職と研究者による改善を加えながら作
成し，「協調」「自己制御」「自己表現」の 3領
域と39の社会能力評価項目群で構成されている
行動観察評価指標である。評価方法は各項目の
行動生起について「あり」を 1点，「なし」を
0点として得点化し，各領域の得点を合計した
ものを領域得点とし，すべての項目得点を合計
したものを総合得点とした。また評価者には詳
細な評価方法を明記した評価マニュアルを配布
し，予備的調査において評価者間の一致率が
90％以上を示すことを確認した。
　つぎに「IRSA実践版」の行動観察項目の臨
床的妥当性を検討するため，専門職による臨床
評定を行った。評定項目は「協調」「自己制

御」「自己表現」の 3領域と「総合」評価で構
成されている。評定基準は「協調」では他者に
対して協調的，共感的な行動をとること，「自
己制御」では自分の感情や行動をコントロール
できること，「自己表現」では自分の意見や意
志を明確に表現できること，「総合」評価では
3領域を構成する要素の特徴を加味し，相手と
の調和が取れていることとした。評定は各項目
でリッカートスケール法を用いた 5段階評価を
行い得点化した。

（ 3）　分析方法
　客観的な行動解析と専門職による臨床評定の
関連を検討するため，「IRSA実践版」の領域お
よび総合得点と，臨床評定の領域および総合評
価得点に対してSpearmanの相関分析を実施し
た。分析にはPC版SAS統計パッケージVer.9.1
を用いた。

（ 4）　倫理的配慮
　本研究は実験観察記録による調査である。実
験観察記録開始前には調査の目的，個人情報の
管理と匿名化などの配慮がされること，調査へ
の協力は個人の自由であり調査に協力しなくて
も個人の不利益にはつながらないこと，同意書
にサインした後でも不利益を受けず随時撤回で
きることを口頭で説明し，これらを明記した同
意書を用意した。この同意書にサインを行うこ
とで同意を得られたものとした。得られたデー
タは研究として使用し，それらのデータの公表
や報告にあたっては，所属や個人の名前が特定
できないよう十分に配慮した。
　個人情報保護，倫理上の観点から対象者に危
険または不利益が生じないよう，回収後の質問
票と映像データはすべて鍵付き棚に保管し，厳
重な管理下で適正に取り扱った。

Ⅲ　結　　　果

　対象者は男性22名，女性21名，年齢分布は男
性で平均23.7歳，範囲は18～37歳，女性で平均
24.2歳，範囲は18～48歳であった。
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　「IRSA実践版」の項目別評価は表 1に示すと
おりである。39項目のうち行動生起に特徴がみ
られた項目は29項目，対象者すべてに共通した
行動生起項目は10項目であった。
　「IRSA実践版」の領域および総合得点は「総
合評価」得点で平均値は31.9（標準偏差，以下，
SD4.4），中央値33，最小値19，最大値は38で

あった（表 2）。
　臨床評定の結果は「総合評価」で平均値は
3.7（SD0.7），中央値 4，最小値 2，最大値は
5であった（表 3）。
　「IRSA実践版」の領域および総合得点と臨床
評定の領域および総合評価との相関係数は「協
調」（ｒ＝0.62）「自己制御」（ｒ＝0.61）「自己

表 1　IRSA実践版の項目別評価
（単位　人，（　）内％）
行動評価（ｎ＝43）
なし あり

1．協調
　 1　相手が目と目でコンタクトをとろうとした時，見返す 3 ( 7.0) 40 ( 93.0)
　 2　相手と目を合わせて意思や態度を共有する - (   -) 43 (100.0)
　 3　相手の笑いやほほえみに対応して，笑いやほほえみがみられる - (   -) 43 (100.0)
　 4　相手の発言やしぐさに対して，うなずくあるいはほほえむ - (   -) 43 (100.0)
　 5　相手に合わせて動く 5 (11.6) 38 ( 88.4)
　 6　感情の共有がみられる 1 ( 2.3) 42 ( 97.7)
　 7　相手の成功や失敗に対して動作により反応する 2 ( 4.7) 41 ( 95.3)
　 8　相手の努力，行動，成功などをほめる 15 (34.9) 28 ( 65.1)
　 9　相手と同時に発話しない 1 ( 2.3) 42 ( 97.7)
　10　相手が何か言おうとしたら，自分が話すのをやめて待つ 1 ( 2.3) 42 ( 97.7)
　11　相手に挨拶をする 33 (76.7) 10 ( 23.3)
　12　相手に謝罪の言葉を言う 41 (95.3) 2 (  4.7)
　13　相手の発言に対応しない発言，表情または動きがある 36 (83.7) 7 ( 16.3)
　14　相手の態度や非言語的な行動に対応しない発言，表情または動きがある 30 (69.8) 13 ( 30.2)
　15　場の雰囲気を明るくするような言動をとる 10 (23.3) 33 ( 76.7)
　16　相手に配慮をする言動がみられる（研究室で確認作業） 3 ( 7.0) 40 ( 93.0)
　17　相手との関係が円滑になる適切な対処を行う 5 (11.6) 38 ( 88.4)
2 ．自己制御
　18　不自然な目の動きがない 9 (20.9) 34 ( 79.1)
　19　不自然な体の動きがない 3 ( 7.0) 40 ( 93.0)
　20　不自然な発話がない 1 ( 2.3) 42 ( 97.7)
　21　常に緊張をしていない 9 (20.9) 34 ( 79.1)
　22　感情的な態度で相手に応じない 2 ( 4.7) 41 ( 95.3)
　23　相手やものに対して乱暴な態度をとらない - (   -) 43 (100.0)
　24　相手を不快にさせる態度をとらない 2 ( 4.7) 41 ( 95.3)
　25　自分の思うようにいかなくても，気持ちの切り替えをし，立ち直る - (   -) 43 (100.0)
　26　逸脱した行為がみられない - (   -) 43 (100.0)
　27　過敏な反応がない - (   -) 43 (100.0)
　28　こだわり，執着がない 1 ( 2.3) 42 ( 97.7)
3 ．自己表現
　29　共感を求めて相手に視線を向ける 5 (11.6) 38 ( 88.4)
　30　課題中に自然な微笑み，笑顔がみられる - (   -) 43 (100.0)
　31　相手からの応答を主体的にひきだそうとする 9 (20.9) 34 ( 79.1)
　32　自分の気持ちを表情やしぐさによって表現する - (   -) 43 (100.0)
　33　自分の気持ちを表情やしぐさでうまく表現する 10 (23.3) 33 ( 76.7)
　34　相手と異なる意見や立場を表示する 27 (62.8) 16 ( 37.2)
　35　相手と異なる意見や立場をうまく表示する 30 (69.8) 13 ( 30.2)
　36　自分の考えを表す発言がある - (   -) 43 (100.0)
　37　自分の考えを言葉で相手にうまく伝える 7 (16.3) 36 ( 83.7)
　38　自らものごとを提案し決定する発言，しぐさがある 22 (51.2) 21 ( 48.8)
　39　自分の主張を論理的に筋道を立てて説明する 29 (67.4) 14 ( 32.6)

注　項目13，14は「なし」を 1点，「あり」を 0点とする

表 2　IRSA実践版　領域得点
Ｎ 平均 標準偏差 中央値 最小値 最大値

総合評価 43 31.9 4.4 33 19 38

協調 43 13.7 2.0 14 8 16
自己制御 43 10.4 1.2 11 6 11
自己表現 43 7.8 2.2 8 4 11

表 3　臨床評定結果
N 平均 標準偏差 中央値 最小値 最大値

総合評価 43 3.7 0.7 4 2 5

協調 43 3.8 0.7 4 2 5
自己制御 43 3.9 0.7 4 2 5
自己表現 43 3.6 0.8 4 2 5
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表現」（ｒ＝0.59）「総合評価」（ｒ＝0.72）で
あり，すべてに有意（ｐ＜0.001）な正の関連
がみられた（表 4）。

Ⅳ　考　　　察

　研究用に開発した「IRSA研究版」は社会性
の 3因子構造（協調性因子，自己制御因子，自
己表現因子）の枠組みの下位領域として「協調
性因子」を〈解読力領域〉〈他者受容領域〉〈関
係調整領域〉，「自己制御因子」を〈自己統制領
域〉，「自己表現因子」を〈表現力領域〉〈自己
主張領域〉として設定している。
　Greshamら5）は「自己制御（self-control）」
を葛藤場面で適切に対応できること，交代や譲
歩ができるなど自分の欲求や要求を抑えたうえ
で振る舞う行動，「協調（cooperation）」を他者
に対して協調的，共感的な行動，「自己表現
（assertion）」は自己紹介ができる，会話を引っ
張る，要求をきちんと述べるなど，自分自身や
自分の意思を明確に説明し表現する行動を表わ
していると報告している。本研究の結果で示し
た「IRSA実践版」 3領域においても，第 1因
子は「協調性」，第 2因子は「自己制御」，第 3
因子は「自己表現」をそれぞれ示していると解
釈される。実践用に開発した「IRSA実践版」
は，専門家による臨床評定との相関がみられ，
「協調性」「自己制御」「自己表現」の 3領域お
よび「総合」評価の関連が確認された。
　「IRSA研究版」は，先行研究において16～17
歳の社会性を測ることのできる尺度であること
が確認されている19）。本研究では，「IRSA実践
版」を18歳以上の成人の社会性を測る尺度とし
て用いる可能性が確認された。このことから 3
因子構造の枠組みを維持しながら，より簡便に
実践で成人の社会能力を測定できる可能性を示
唆しているといえる。
　IRSA実践版の 3領域との関連では，青年の
社会的自己制御を研究した原田ら21）は，反社会
的行動を抑止するためには自己制御能力を身に
つけることが必要不可欠であるとし，さらに自
己制御能力と自己を主張する能力の双方を身に

つけることの重要性を報告している。また幼児
期から成人期における協調性と気質との関連を
検討した登張22）は，協調性が社会的絆の形成と
維持に関連する気質と関係があることを報告し
ている。このことからも成人の社会能力の特徴
を簡便に測定できる「IRSA実践版」を実践の
場で活用することにより，社会能力の向上およ
び発揮に困難のある成人に対する支援の一助と
なることが考えられる。
　本研究は参加希望の得られた43名のデータに
基づき検討したものであるため，本研究の参加
者のサンプルバイアスを充分に加味したうえで，
対象を拡大した本指標の信頼性妥当性検証が求
められる。さらには「IRSA実践版」を用いた
成人の社会能力の特徴と関連要因を分析するこ
とで，より精度の高い支援の一助となることが
期待される。
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